
平成17年(2005年)福岡県西方沖の地震の概要 

Outline of the 2005 Western off Fukuoka prefecture earthquake 
 

# 気象庁地震火山部（橋本徹夫[1]） 

# Seismolgical and Volcanological Department, JMA. (Tetsuo Hashimoto[1]) 

 

[1] 気象庁 

[1] JMA 

 
  ３月20日10時53分に福岡県西方沖の海域(震源は福岡市から約25km)で，M7.0の内陸型地震が発生した。この

地震のメカニズムは，東北東－西南西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。余震の震源は，約 30km の長さで

西北西－東南東に走向を持ち，ほぼ鉛直の面に分布する。この地震により福岡県や佐賀県で最大震度６弱が観測さ

れ，ブロック塀の下敷きになり１名死者が出た。震源域の直上にあたる玄界島では，家屋の全壊・半壊，あるいは，

地滑りの被害が発生し，その他，福岡市や前原市でもビルや家屋の全半壊の被害が出た。 

  震源の深さをDD法(Waldhauser and Ellsworth, 2000)で決めなおしたところ，震源域のほぼ最下端に本震の震源

が決まった。破壊は本震を起点としてバイラテラルに進行したと推定される。近地強震波形から解析された震源過

程の結果によると，大きなアスペリティーは，震源域の南東側（陸寄り）の浅部に存在すると推定されており，直

上にある玄界島で被害が大きくなったことと符号する。 

  ３月22日にM5.4の最大余震が本震の周辺で発生した他，４月10日にもM5.0の余震が震源域の南東端の海の中

道付近で発生しているが，余震活動は全体として概ね順調に減衰している。M3.0以上の余震の減衰を見ると，改良

大森公式のｐ値は1.22と標準的な値となっている。 

  西北西－東南東方向の走向を持つ左横ずれ断層の地震の誘発性をΔCFF で見てみると，震源域の南東地域でおよ

そ 50kPa 程度増加となっている。本震発生後１日ほど経過してから，震源域の南東端から約 10km 離れた「海の中

道」付近で最大 M3.3 の地震を含む浅いやや活発な微小地震活動が続いた。本震の活動により誘発されたものと思

われる。また，今回の地震の震源域の南東方向に警固断層が存在するが，特に地震活動の活発化は見られない。 

  今回の地震の周辺域では，北西－南東走向に地震活動の線状構造が見られるが，歴史的に地震活動は活発ではな

い。M6クラスでは，福岡湾の西部付近で1898年にM6.0の地震が発生している程度である。 
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2005年福岡県西方沖地震に伴う福岡都市圏の被害状況 

Earthquake disasters in the Fukuoka urban area resulted from the earthquake off 

the western part of Fukuoka Prefecture, 2005 
 

# 山中寿朗［1］; 小山内康人［2］; 田口幸洋［3］; 渡辺公一郎［4］; 下山正一［5］; 中野伸彦［2］; 萬福真美

［1］; 林辰弥［2］; 藤井諭［2］; 中村盛之［6］; 石橋秀巳［5］; 小田信介［1］; 桑原義博［7］;ムクンダ ポ

ーデル［2］ 

# Toshiro Yamanaka［1］; Yasuhito Osanai［2］; Sachihiro Taguchi［3］; Koichiro Watanabe［4］; Shoichi Shimoyama

［5］; Nobuhiko Nakano［2］; Mami Mampuku［1］; Tatsuya Hayashi［2］; Satoshi Fujii［2］; Moriyuki Nakamura

［6］; Hidemi Ishibashi［5］; Shinsuke Oda［1］; Yoshihiro Kuwahara［7］; Mukunda Paudel［2］ 

 

[1] 九大院・比文 ; [2] 九大・比文・地球変動 ; [3] 福岡大・理・地球圏 ; [4] 九大院・工 ; [5] 九大・理・地

球惑星; [6] 復建（株）・福岡・地盤 ; [7] 九大・比文・環境変動 

[1] SCS, Kyushu Univ. ; [2] Earth Sci., Kyushu Univ. ; [3] Earth System Sci., Fukuoka Univ. ; [4] Kyushu Univ. ; 

[5] Earth and Planetary Sci., Kyushu Univ ; [6] Fukken.co.,Ltd; [7] Dept. Envronmental Changes, Fac. Soc. 

Cult. Stud., Kyushu Univ. 

 

2005年3月20日に発生した福岡県西方沖地震（M7.0）により、福岡都市圏およびその周辺に大きな被害があった。

既に各関係者により被害状況の報告が行われているが、それら報告は調査範囲が限られ、本地震の被害の広がり、お

よびその被害原因に関して充分に議論が行われているとは言えない。そこで、我々は、西部や東部に広がるベッドタ

ウンを含めた福岡都市圏広域の被害状況について、主に神社や墓地の鳥居、石灯籠、墓石の倒壊などの調査を行った。

本報告では、表面波の伝わり方の検討材料としてこれら構造物の倒壊方向および移動方向を明らかにし、被害の広が

りとその大小を分けた地質的背景について議論する。 



2005年福岡県西方沖地震に伴う博多湾余震域の地盤災害 

Ground disasters in after-shock area around Hakata Bay resulted from the 

earthquake off the western part of Fukuoka Prefecture, 2005 
 

# 下山正一［1］；渡辺公一郎［2］；山中寿朗［3］；市原季彦［4］；石橋秀巳［1］；塚野香織［1］ 

# Shoichi Shimoyama［1］；Koichiro Watanabe［2］；Toshiro Yamanaka［3］；Toshihiko Ichihara［4］；Hidemi Ishibashi

［1］；Kaori Tsukano［1］ 

 

［1］ 九大・理・地球惑星；［2］九大院・工；［3］九大院・比文；［4］復建調査設計㈱ 

［1］Earth and Planetary Sci., Kyushu Univ；［2］Kyushu Univ；［3］SCS, Kyushu Univ.；［4］Fukken Co.,LTD. 

 

 3月20日10時53分，Mj7.0の福岡県西方沖地震による強い地震動（震度6弱）が人口約140万人の大都市である

福岡市を襲った．震源は福岡市の北西約40kmの玄界灘，震源の深さは9kmであった．この地震によって，福岡市中央

区では地震で倒壊したブロック塀の下敷きとなって1名が死亡したほか，負傷者は１日目の集計だけで471名に上っ

た．震源に近い玄界島では民家173軒が全半壊した．玄界灘沿岸には地震直後一時津波警報が出された．しかし，今

回の地震は横ずれ成分が大きかったため，津波の発生はほとんどなかった．  

 地震直後，福岡市の地盤災害についての緊急調査が，九州大学大学院理学研究院・工学研究院・比較社会文化研究

院の地質学・応用地質学グループによって実施された． 

 災害調査を集計した結果，福岡県から佐賀県の玄界灘沿岸地域と博多湾沿岸地域では埋め立て地と砂質地盤（海浜

砂層・砂丘砂層）を中心に広範な液状化現象が発生し，亀裂や噴砂が至る所で生じたことが判明した．これ以外の箇

所でも，広域にわたる地盤の小規模な被害があり，道路法面の崩落や斜面の側方流動による亀裂の発生が極めて多く

見られた．玄界島では島の南西側斜面に地すべりの頂部付近に開口した亀裂や新たな滑落崖が発見された． 

 家屋被害では，玄界島に全壊等の家屋被害が集中した．倒壊には至らなかったが震源に比較的近い西浦地区や志賀

島でも家屋壁面の亀裂や屋根瓦の落下が至る所で見られた．このほか小規模な被害は玄界灘沿岸に広範に発生した．

福岡市内では中心部のビルの窓ガラスが割れて下の歩道に落下したほかビルの外壁及び内壁にひび割れが発生した． 

 気象庁や産業総合研究所活断層研究センターのホームページによれば，今回の地震の衝撃が近隣の断層（活断層と

基盤断層）に大きなストレスを与えて，活動度を一気に上げた可能性が高いと考えられている． 

 本震後，余震が多発して本震域に並び，志賀島まで達した．その後，余震域が市内の活断層である警固断層に接近

するのではないかと危惧されたが，22日以降になって，余震域が本震余震域から東に離れた西戸崎の東側と御笠川河

口沖の博多湾に出現した．この2つの余震域の分布はこれまでの研究で把握された基盤断層（石堂・海の中道断層）

の分布にほぼ一致した．基盤断層が余震の発生源とみられることから，本震のストレスが基盤断層にたまり，破壊を

生じたと考えられる．本震域の余震の震源は深さ10-15kmであるが，博多湾付近の余震は震源が特徴的浅いのが特徴

である（約5km）． 

余震が集中した箇所を調査した結果，西戸崎と海の中道公園内の余震が集中する箇所で地盤被害が異常に大きいこと

が着目された．主な被害は砂地盤の大規模液状化によって池の周囲が池方向に落ち込む土塊の重力性側方流動（地滑

り）であったが，海の中道断層とほぼ並行する割れ目も見つかった．3月 22日以降海の中道断層付近で余震が始まり，

これらの割れ目と流動領域が日を追って拡大した．このため，25日に流動領域内に測点を設け，レーザー測量器を用

いて1日おきに亀裂分布の観察と領域内の29地点の地面の高さ，地点間距離，角度測定（モニタリング）を行った．

その結果，余震発生と地盤変動の関係が見いだされた．地盤は脈動しており，大きな余震が起こったとき一旦地面が

膨張し，その後地面が大きく低下し，そして回復することがわかった．距離と角度はほとんど変化しなかった．亀裂

分区の観察から，地滑りフロントが北側に拡大した結果，まず30日に県道59号線の公園側歩道が沈下し始め， 4月

2 日についに県道の端に地割れが達した．演者らは県道管理者である福岡市に緊急対策をとるよう警告を行った．県

道のさらに北側にはJR香椎線（海の中道線）の線路があり，影響が懸念される． 

今回の例は，大きな地震はその周囲いある古い断層にも大きなショックを与えて余震を誘発し，局部的な地盤被害を

拡大することを示している．今後，活断層だけでなく周囲の古い断層にも配慮する必要がある． 



福岡県西方沖地震・緊急観測の概要および地震活動 

Urgent joint observation of the 2005 west off Fukuoka earthquake (M7.0) 
 

# 清水洋[1]；高橋浩晃[2]；岡田知己[3]；金沢敏彦[4]；飯尾能久[5]；宮町宏樹[6]；松島健[1]；一柳昌義[2]；内

田直希[3]；岩崎貴哉[4]；片尾浩[5]；後藤和彦[6]；松本聡[1]；平田直[4]；中尾茂[6]；植平賢司[1]；篠原雅尚[4]；

八木原寛[6]；亀伸樹[7]；卜部卓[4]；松尾のり道[1]；山田知朗[4]；渡邉篤志[1]；中東和夫[4]；Bogdan Enescu[5]；

内田和也[1]；橋本信一[4]；平野舟一郎[6]；八木健夫[4]；河野裕希[1]；上野友岳[5]；齊藤政城[1]；堀美緒[1] 

# Hiroshi Shimizu [1]；Hiroaki Takahashi [2]；Tomomi Okada [3]；Toshihiko Kanazawa [4]；Yoshihisa Iio [5]；

Hiroki Miyamachi [6]；Takeshi Matsushima [1]；Masayoshi Ichiyanagi [2]；Naoki Uchida [3]；Takaya Iwasaki [4]；

Hiroshi Katao [5]；Kazuhiko Goto [6]；Satoshi Matsumoto [1]；Naoshi Hirata [4]；Shigeru Nakao [6]；Kenji Uehira 

[1]；Masanao Shinohara [4]；Hiroshi Yakiwara [6]；Nobuki Kame [7]；Taku Urabe [4]；Norimichi Matsuwo [1]；

Tomoaki Yamada [4]；Atsushi Watanabe [1]；Kazuo Nakahigashi [4]；Bogdan Enescu[5]；Kazunari Uchida [1]；

Shin'ichi Hashimoto [4]；Syuichiro Hirano [6]；Takeo Yagi [4]；Yuhki Kohno [1]；Tomotake Ueno [5]；Masaki 

Saito [1]；Mio Hori [1] 

 

[1]九大・地震火山センター；[2]北大・大学院理学研究科・地震火山研究観測センター；[3]東北大・大学院理学研究

科・地震噴火予知研究観測センター；[4]東大地震研究所；[5]京大防災研究所・地震予知研究センター；[6]鹿児島大

学理学部；[7]九大・大学院理学研究院 

[1] SEVO, Kyushu Univ.；[2] Inst. Seismo. Volcano., Hokkaido Univ；[3] RCPEV, Graduate School of Sci., Tohoku 

Univ.；[4] ERI, Tokyo Univ；[5] DPRI；[6] Earth and Environmental Sci., Kagoshima Univ.；[7] Dept. of Earth 

and Planetary Sci., Kyushu Univ. 

 

2005年3月20日に福岡県西方沖でM7.0(JMA)の地震が発生した．この地震はほぼ北西－南東の走向を持つ左横ずれ断

層であった．地震発生によって玄界島をはじめとして多数の家屋に被害を及ぼし，現在も余震活動が継続している．

われわれは地震発生直後から，この地震に伴う地殻活動，すなわち余震活動，地殻変動の詳細な把握のため臨時観測

を開始し，現在データを蓄積，解析中である．この臨時観測は陸上地震観測，OBS観測，GPS観測より成る．陸上地震

観測は九州大学，鹿児島大学，京都大学，東京大学，東北大学，北海道大学が合同で行い，4月10日現在，6点のオ

ンラインテレメータ観測点と17点のオフラインロガー観測点を展開した．テレメータ観測点は衛星，フレッツISDN，

無線のテレメータ装置を用い，九州大学地震火山観測研究センターで収録されている．このデータは自動検測，さら

に手動検測を経て活動状況が逐次把握できるシステムによって処理され，暫定結果は HP において公開されている

（http://www.sevo.kyushu-u.ac.jp/2005-GENKAI/）． 今回の地震は海底下で発生したため，より精度のよい震源分

布を得るためにはOBS観測が不可欠であった．そこで，九州大学，東京大学は，11台の海底地震計を3/26-27にかけ

て九州大学庸船により設置した．回収は4/13-14において福岡県の協力により，福岡県水産海洋技術センター「げん

かい」によって行った．得られたデータを解析することにより，飛躍的に精度のよい地震活動やメカニズムに関して

の知見が得られると期待される．詳細な地震活動だけではなく，余効的な地殻変動をつかむために，九州大学，北海

道大学，鹿児島大学ではGPS臨時観測を行った．展開した観測点は6点で震源域を取り囲むように九州大学箱崎キャ

ンパス，小呂島，北崎，玄界島，能古島，志賀島に設置した．データ回収は逐次行われ，現在データを蓄積，処理中

である． 

地震観測網データによって得られた余震活動はほぼ北西－南東の走向を持ち，北端部ではその走向をやや北向きに変

化させていることが明らかになった．余震は，水平方向約25km，深さは約2kmから18kmの範囲に分布しており，余

震分布から推定される断層面ほぼ鉛直である．余震の深さ分布の上限は北西部でやや深くなる傾向がみられるが，被

害の大きかった玄界島では震源は5km以浅まで広がっている．また，余震域の主走向から分岐した余震活動や，推定

震源断層から外れて，海の中道周辺や福岡市東区の九州大学直下においても群発的な活動が見られることが明らかに

なった． 

謝辞：臨時観測に際しましては，以下の多くの機関に御協力いただきました．記して感謝の意を表します．福岡県消

防防災安全課及び漁政課，福岡市災害対策本部，福岡市教育委員会，小呂小学校，玄界小学校，玄界中学校，北崎中

学校，北崎小学校，能古小学校，能古中学校，志賀島小学校，新宮町教育委員会，相島小学校，福岡県漁連，各漁協

をはじめとする関係者の皆様，国営海の中道海浜公園，九州大学大学院生物資源環境科学府附属水産実験所． 



また，地震の解析には福岡市・気象庁・独立行政法人防災科学技術研究所のデータを使用させていただきました．GPS

解析にはGEONETのデータを使用させていただきました． 



福岡県西方沖地震 精密余震活動 （序報） 

Detailed aftershock activity by urgent joint seismic observation of the 2005 

west off Fukuoka earthquake (M7.0) 
 

# 植平賢司[1]；堀美緒[1]；清水洋[1]；金沢敏彦[4]；宮町宏樹[6]；篠原雅尚[4]；飯尾能久[5]；岡田知己[3]；高

橋浩晃[2]；亀伸樹[7]；松尾のり道[1]；山田知朗[4]；中東和夫[4]；橋本信一[4]；内田和也[1]；齊藤政城[1] 

# Kenji Uehira [1]；Mio Hori [1]；Hiroshi Shimizu [1]；Toshihiko Kanazawa [4]；Hiroki Miyamachi [6]；Masanao 
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 2005年(平成17年)3月20日10時53分頃、福岡県西方沖の玄界灘においてMjma7.0(暫定値)が発生した。この地

震により、福岡県の中央区、東区、前原市、佐賀県のみやき町で震度6弱を観測するなど、各地で非常に強い揺れを

観測した。我々は各地で緊急地震観測を実施した（詳細は、「福岡県西方沖地震・緊急観測の概要及び地震活動」発表

者：清水 洋 を参照）ので、本講演では精密余震活動について報告する。 

 臨時観測点のデータの読み取り値も入れ、DD法を用い、より精密な震源分布を求めた。九州大学地震火山観測研究

センターのルーチン処理の結果、震央に関しては差がほとんど見られなかったが、深さ分布では明瞭な差が見られた。

ルーチンの結果では、地震は2km～20kmの範囲に分布しているが、DD法の結果では、3km～17kmになった。本震は余

震活動が活発に発生している場所に位置している。これは、本震の破壊開始点と応力を解放した場所が異なっている

ことを示唆している。 

 本震の破壊域は、主に3つのクラスタに分かれている。北端は北西－南東方向の走向を持ち5km程度の長さのクラ

スタである。メカニズムは、ほぼ東西にP軸を持つ地震がほとんどで、横ずれ型の地震が卓越するが、中には純粋な

逆断層型の地震も存在する。中央部は、本震（の破壊開始点）が含まれるクラスタである。震央分布は西北西－東南

東の走向を持ち、10km程度の長さを持つ。3/31以前のM4以上の地震のほとんどはこのクラスタで発生している。こ

のクラスタの中央部のメカニズムは余震分布と調和的であるが、北端部と南端部では、メカニズムの節面が余震分布

の走向と45度異なっており単純ではない。南のクラスタは、中央部のクラスタと同じ西北西－東南東の走向を持ち、

長さも10km 程度である。しかし、北部・中央部のクラスタに比べると震源分布のまとまりに欠く。また、3/31 以前

はM4クラスの地震が中央部のクラスタにしか発生していなかったが、4/1以降、このクラスタでもM4クラスの地震

の発生がみられるようになった。 

 本震の破壊域の他に、海の中道直下と九州大学箱崎キャンパス直下付近に地震のクラスタが存在する。最大で M3

クラスの地震が発生しており、今回の玄界灘地震の発生による応力場の変化が原因であると考えられる。メカニズム

解は本震とほぼ同じ解をもつことが分かった。 

 講演の場では、海底地震計のデータも含めたデータセットを用い、より詳細な結果を示す予定である。 
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はじめに． 

2005年3月20日に福岡県西方沖で発生した地震（MJMA=7.0）の詳細な活動状況を調べるために，われわれは陸上臨

時地震観測を行った（清水・他，本大会）．本研究ではこれらのデータを解析して，震源域周辺の地殻不均質構造の抽

出を試みた． 

 

データおよび解析． 

処理したデータは陸上地震観測は， 6 点のオンラインテレメータ観測点と17 点のオフライン観測点の地震波形デー

タを用いた．本研究では主として地殻内の不均質構造からの反射波検出および，S波初動解析によるS波速度異方性

の検出を行った．解析は比較的S/Nの高い地震波形を処理して行った． 

 

結果． 

反射波検出はNormal Moveout (NMO) 処理を用いた．余震域のM>2 の地震をいくつか選択し，水平動地震計の波形記

録に4-20Hzもしくは4-10Hzのバンドパスフィルターをかけ，AGC処理を行った．その後，震源決定に用いられてい

る速度構造をつかって，反射面は水平であること，直達S波の直後からのコーダ波部分をSxS波であることを仮定し

て，反射面の深さ分布を求めた．処理したは記録断面には，震源域から下部地殻にかけて深さいくつかの反射面が見

られた．これらのことは震源位置直下において非常に不均質性が強いことを示しており，大変興味深い． 

異方性の解析では，いくつかの余震の初動部分におけるparticle motionを詳しく調べた．この結果，多くの観測点

でほぼ東西に向いた偏向異方性が見られた．この傾向は広域応力場の主圧縮軸方向と一致していることが示された． 

今後はさらに多くのデータを処理し，不均質構造の詳細な分布特性を明らかにする． 
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福岡県西方沖地震 GPS観測 （序報） 

Post-seismic deformation for the 2005 west off Fukuoka earthquake (M7.0)observed by GPS 
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2005年3月20日に福岡県西方沖を震源とする地震が発生した．九州大学・鹿児島大学・北海道大学は余効変動を詳

細に捉えるために，ただちに観測点を設置した（清水・他，本大会）．2005年4月10日現在で九州大学箱崎キャンパ

ス，小呂島，北崎，玄界島，能古島，志賀島の計 6 点で観測中である．九州大学は 20 日当日に小呂島と既存の GPS

観測点のある九州大学箱崎キャンパスの観測を立ち上げた．また翌日の21日には北海道大学と鹿児島大学が現地入り

し，北崎及び玄界島の観測点を立ち上げた．22日には能古島と志賀島の観測点を立ち上げた． アンテナは小学校や

公共施設の屋上にボルトを埋設して固定した．データは30秒サンプリングで現地収録をされている．九州大学箱崎キ

ャンパスと小呂島はAC電源，残りの4点は12Vのバッテリーで運用している．九州大学箱崎キャンパスのアンテナは

Ashtech Rev.B 700228D (受信機Ashtech Z-12 )が用いられ，小呂島にはAshtech Marine 700700.A (受信機Ashtech 

Z-FX )が用いられている．また北崎，玄界島，能古島，志賀島にはそれぞれアンテナはTOPCONのPGA-1 (受信機TOPCON, 

LEGACY-H )が用いられている．今回はこれら 6 点から回収したデータと周辺の GEONET のデータを使って，

International GPS Serviceが提供する精密暦と解析ソフトBERNESE Ver.5.0を用いて日座標値を求めた．その結果，

地震に伴うと考えられる，地震発生直後からの地殻変動を検出した．これらは震源域近傍に複数の観測点を設置した

ことによって，詳細な変動を見出すことが可能となった．本発表では各観測点の詳細な座標変動を示し，議論する． 
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福岡県西方沖の地震(M7.0)に伴う地殻変動と断層モデル 
Crustal deformation and a fault model associated with the Fukuoka-ken Seiho-oki 

earthquake(M7.0) 
 
# 西村卓也[1]；水藤 尚[1]；村上 亮[1] 

# Takuya Nishimura[1]; Hisashi Suito[1]; Makoto Murakami[1] 

 

[1]国土地理院 

[1]GSI 

 

2005年3月20日に発生した福岡県西方沖の地震(M7.0)に伴い，震源に近い志賀島にあるGEONET福岡観測点で南南西

に約17cmの変位が観測されたのを最大とし，九州北部のGEONET観測点で地震による地殻変動が観測された．これら

の GPS 観測結果に基づき矩形断層モデルのパラメータを推定すると，志賀島から北北西に延びる長さ 24km，幅 16km

の断層面上で0.7mのすべりが推定された．この推定結果は，余震分布と調和的である．推定断層モデルのモーメント

マグニチュードは6.5となる．また，上記の福岡観測点では，数日程度の時定数を持つ余効変動も観測されており，

おおむね本震断層面での余効すべりで説明できる． 

学会のポスターでは，GEONETのデータに加え，福岡県春日市にあるGPS固定点3点と，海の中道におけるGPS繰り返

し観測の結果を加えて本震断層モデルを推定した結果と余効変動の詳細及び１秒サンプリングGPSによるキネマティ

ック解析結果について報告する予定である．   



ENVISAT/InSARにより捉えられた福岡県西方沖地震に伴う地殻変動 

Coseismic deformation of the West Off Fukuoka Prefecture Earthquake detected 

by ENVISAT/InSAR 
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  2005年3月20日10時53分頃（日本時間）に福岡県の西方沖においてマグニチュード7.0の地震が発生し，多く

の被害が発生した．この地震に伴う地殻変動は，国土地理院の日本全国GPS観測網（GEONET）によって検出されてお

り，余震発生域の南方において南方向，北東において西方向に変位したことが，明らかにされている．国土地理院の

発表によると，この地殻変動は，おおよそ北西－南東方向に走向をもつ断層における左横ずれのすべりによって説明

が可能である．このような断層メカニズムをより詳細に知るために，防災科学技術研究所では，人工衛星SARデータ

を用いた干渉SAR解析を行っている．本発表では，本解析によって得られた結果を紹介する． 

本解析では，2005年2月23日および3月30日に，ヨーロッパ宇宙機構のENVISAT衛星よって取得されたSARデータ

を使用した．観測モードはVV偏波のIS2 であり，入射角は２３°，アジマス方向の空間分解能は4メートル，レン

ジ方向の空間分解能は8メートル，観測幅は約100kmである．レーダの視線方向に関する単位ベクトルは，（東西）-0.377，

（北南）0.090，（上下）-0.922である．干渉SARから得られる地殻変動量は，3次元地殻変動ベクトルを，視線方向

に投影した成分であり，この干渉SAR画像における2 paiラジアンの位相差は，この成分における2.8cmの変位に相

当する． 

 本干渉ペアに関する軌道間距離の垂直成分（Bperp）は370mであり，観測時間間隔も短かったことから，都市部のみ

ならず，山岳域においても干渉が得られた．余震発生域の南では，衛星に近づく方向に変位したことを示す干渉縞パ

ターンが見られ，その中でも余震発生域に近い糸島半島周辺では視線方向成分で約-6cm の変位が検出された．一方，

余震発生域の北東では，衛星から遠ざかる方向に変位したことを示す干渉縞パターンが見られ，余震発生域に近い新

宮町周辺では，視線方向成分で約+3cmの変位が検出された．GEONET変位場から求められているように，この地殻変動

が北西－南東方向の走向をもつ断層の左横ずれのすべりによるものだとすれば，断層の北東では，西方向かつ沈降の

地殻変動パターンが生じると推測され，これは衛星から遠ざかる方向の変位に相当する．一方，断層の南では，東方

向もしくは南方向の変位かつ隆起の地殻変動パターンが生じると推測され，これは衛星に近づく方向の変位に相当す

る．このように，本干渉SAR画像は，本地震に伴う地殻変動と調和的である．このような高空間分解能の地殻変動情

報を他の観測情報とあわせて解釈することにより，より詳細な断層メカニズムを知ることができると期待される． 
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